
平成３０年度（第１回） 

◇◆◇ 町 民 懇 談 会 ◇◆◇ 
＝質疑応答抜粋＝ 

金ケ崎町総合政策課 

 

 去る６月１８日から６月２８日にかけて行いました「町民懇談会」の内容をお知らせしま

す。多くの皆様にご参加いただき、ありがとうございました。（総参加者数１６３名） 

 

 Ⅰ 開催日程  ６月１８日（月）  街地区生涯教育センター  【参加者数：２６名】 

６月１９日（火） 三ケ尻地区生涯教育センター 【参加者数：３０名】 

６月２０日（水） 北部地区生涯教育センター 【参加者数：２９名】 

６月２６日（火） 西部地区生涯教育センター 【参加者数：２１名】 

６月２７日（水） 永岡地区生涯教育センター 【参加者数：２６名】 

６月２８日（木） 南方地区生涯教育センター 【参加者数：３１名】 

Ⅱ 時   間  各会場とも午後６時３０分～ 

Ⅲ 町からの説明項目 

（１）平成 30年度金ケ崎町の主要事業について 

（２）子ども医療費の無料化について 

（３）国民健康保険税の見直しについて 

（４）介護人材確保対策について 

（５）保育士確保対策について 

（６）弾道ミサイルの攻撃を受けたときの避難行動について 

（７）平成 31年２月及び３月のごみの取扱いについて 

（８）町立幼稚園の再編方針案の策定について 

（９）金ケ崎町下水道事業中期経営計画（案）について 

（10）トヨタ自動車東日本㈱の第 89回都市対抗野球出場について 
 

Ⅳ 町民懇談会での主な質問                                                                 

 子ども医療費の無料化について  

【質問】 医療費の無料化について、完治するまで通院を行うこととなると思うが、回数など限りはな

いのですか。 

【回答】 回数に限らず、通院し、治療に要した医療費が無料となります。 

 

 国民健康保険税の見直しについて  

【質問】 国民健康保険税の見直しについて、今年度から岩手県が国民健康保険財政運営の責任

主体となったとのことですが、岩手県の示した保険料率に対し、町の保険料率は高いので

すか。 

【回答】 岩手県の標準税率と比較すると全体額として町の保険料率が低くなっております。 

 



保育士確保・介護人材確保対策について 

【質問】 保育士確保・介護人材確保対策について、人材確保が厳しい中で、助成期間を３年間に区

切った理由は何ですか。 

【回答】 助成期間を３年間にした理由としては、近隣市町や少子化などの状況を見ながら、人材の

必要性について検討をするためであり、効果や人材確保の必要性を把握したうえで継続を

判断していきます。 

 

町立幼稚園の再編方針案の策定について 

【質問】 町立幼稚園の再編方針について、認定子ども園の実施時期についてどのように考えてい

ますか。 

【回答】 幼稚園の統合については、現時点で平成 32年度以降を基本に考えておりますが確定では

ありません。現在、幼稚園の再編について保護者等に説明を行いながら多数のご意見を

頂戴しておりますので、慎重に進めていく必要があると考えております。今後、幼稚園の

再編の基準となる計画を策定する会議を予定しており、策定時期に目途がつきましたらお

知らせいたします。 

 

金ケ崎町下水道事業中期経営計画（案）について 

【質問】 下水道料金の改定時期は、いつ頃になりますか。 

【回答】 下水道料金の改定時期については、平成 29年度決算などから財政計画を精査しまして、

具体的に今後検討を行っていきます。 

 

金ケ崎マラソンについて 

【質問】 金ケ崎マラソンについて、町の活性化やイメージアップにつながることから、新種目として

「家族トリプル 100歳の部」を設けることや表彰対象について年齢を細分化するなど提案を

行います。 

【回答】 新しい種目の新設など大変興味深い提案をいただいたと思っております。提案内容につい

ては、検討を行いながら、参加人数が増えるよう工夫していきます。 

 

防災無線について 

【質問】 防災無線について、町内に熊が出没した際に放送がなりますが、上り、下りチャイムは良く

聞こえますが、放送内容が聞こえにくいです。 

【回答】 町内に 37か所防災無線を設置しています。聞こえないという声があることから、解消に向

けてスピーカーの調整・増設を実施してきています。一方で、全世帯に放送が聞こえるよう

に調整することは困難であることや、住宅の気密性が高くなったことにより、屋内での聞き

取りは難しい状況になっております。このことから、新たに「いわてモバイルメール」を活用し

て防災無線での情報を発信できるよう対応しておりますので、メール受信できるよう登録を

お願いします。 



クマの目撃情報について 

【質問】 クマの目撃情報について、防災無線で目撃場所を字名で説明していますが、字名だけでは

分かりづらいので、大きな建物や目印となる名称で放送してほしいです。 

【回答】 クマの出没について、目印となる建物などが近くにあれば分かりやすいのですが、公共施

設であれば放送可能でありますが、個人の所有物等の名称については、放送してほしくな

い方もおりますので、苦慮しているのが現状にあります。 

 

防犯等の設置について 

【質問】 防犯灯が少なく、暗くて危険です。 

【回答】 防犯灯については、毎年地域の防犯支部を通じて要望が寄せられております。その中から

優先順位を決め、優先度の高い順に設置しております。 

 

通学路の安全対策について 

【質問】 通学路について、地震などにより倒壊したニュースも放映されておりますが、町内に老朽化

したブロック塀などの危険個所はどれくらいありますか。 

【回答】 地震によるブロック塀の倒壊については、学校に注意喚起をするなどしているほか、町内

の幼稚園、小学校、中学校を点検しております。町内の学校に一か所ブロック塀があります

が、基準を満たしていることを確認しております。 

     現在、各学校に依頼を行い、通学路の危険個所等について調査を行っておりますので、学

校からの報告を受けた後に、検討してまいります。 

 

 

※上記の質問、回答については要約して記載しておりますので、ご了承願います。 

 

お問い合わせ先／総合政策課政策係 ☎４２－２１１１（内線２３１４） 


